
 

NO．333 2013．2．23 
日本共産党江南市委員会 

電話 55-9890 

かけのまち子議員（通告9 番） 
・候補地の押しつけは撤回を 

・予約便見直しとデマンド交通について 

・県の福祉医療制度の存続を 

・教育現場から体罰の一掃を 

東よしき議員（通告10番） 

・社会保障と税の一体改革について 

・新ごみ処理施設計画について 

・総合治水計画について 

・施政方針について 

森ケイ子議員（通告11番） 

・公契約条例の制定を 

・ごみ処理基本計画について 

・後期高齢者に人間ドックを 

・発達障害児の支援について 

・施政方針について 

＊傍聴にお越し下さい。市ホームページから生
中継もご覧いただけます。党議員団の質問は
28 日午前後半～午後になる見込みです。 

安倍内閣の大型公共事業ばらまきの「緊急経済対策」の一環

で、江南市でも、H25年度当初予算で予定していた公共事業

の多くが前倒しでH24年度補正予算に計上され、主に国から

の交付金と市債（借金）で実施されます。（主なものは下記） 

●通学路、自転車専用通行帯のカラー舗装など   

●橋りょう長寿命化事業  ●中央公園園路整備     

●市営山王住宅改修   ●宮田中学校南舎大規模改修   

●小中学校特別教室エアコン設置   

退職手当の大幅な減額をめぐり、年度末を目前にして「早期退

職」を余儀なくされる教職員など地方公務員が相ついでいます。

これは衆院が解散した昨年11月16日、民自公３党がわずか2

時間あまりの審議で、国家公務員の退職手当を１人平均４０２万

6000円削減する法案を可決した暴挙が背景となっています。 

「地方公務員もこれに準じる措置を」との総務省通知に従い、

江南市は3月議会に、市職員の退職金削減の条例改定と退職金減

額の補正予算・当初予算を提案。この3月末で定年退職する職員

から適用しようとしています。長年働いてきた職員に対し、定年

間際になって突然、退職金を大幅に減額するとは・・・。                   

愛知県の大村知事は、子ども、障がい者、母子父子家庭などを対象に

市町と共同で実施している福祉医療（医療費無料制度）に、患者の定額

負担と所得制限を導入する「見直し素案」を公表。４月上旬にも最終案

をまとめ、2014年度から定額負担、2017年度からは所得制限も導入

する方針です。改悪が実施されれば、受診機会の多い145万人にのぼる

弱者に医療費の負担増の影響が及びます。これまで県下各地の自治体で

は、市民の願いと運動により福祉医療の拡充が進んできましたが、県の

今回の見直しは、拡充の流れを断ち切る「大改悪」です。 

 江南市議会3月定例会が２月22日に開会し、市長が施政方針を述べ、H25年度一般会計予算、

H24年度補正予算、条例改正案など32議案が提出されました。 

会期は３月１３日まで。一般質問は２月２７、２８日、３月1日の３日間。３月４日、５日に

本会議質疑、３月６日、８日に各常任委員会審査が行われる予定です。 

当初予算で市民要望が実現する主なものは 

●国の法改正で小児用肺炎球菌、ヒブ、子宮頸がんの予防接

種が無料化され、保護者負担が大幅に軽減。 

●家具などの転倒防止に助成（１/２補助、５千円限度） 

浸水対策では 

●北部中学校に3000トンの雨水貯留槽設置（2ヵ年で） 

●南野地区排水路改修工事（設計） 

高齢者介護、障害者福祉では 

●グループホーム等（江森町地内）の新設への補助 

●ときわ会、くるみの里の各ケアホーム等新設への補助 
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 H25年度から古西保育園の民間委託を開始。第3子に対する

保育料無料制度を一部廃止。住宅リフォーム助成は500万円に縮

小。（Ｈ23年度は2000万円、H24年度は1000万円の当初予算でした） 

 太陽光発電補助では、県補助基準の減額に合わせ1kwあたり2

万円から1万6千円、限度額を4kw8万円から6万4千円へ減

額するなど、福祉･暮らしの施策を相ついで後退させる一方、布袋

本町通線整備や布袋保育園周辺道路の拡幅、宮田導水路上部整備

などのむだな事業に多額の予算を計上しています。 

 

主催：環境・エネルギー問題研究会 協力：東海自治体問題研究所 


